
令和７年度教科指導支援事業

【小規模校連携モデル研究】

真庭地区の取組

令和７年１１月２５日



実施方法

毎週火曜日午後
①対面教科会
・公開授業後、教科会

・蒜山中→湯原中→北房中のローテーション

②オンライン教科会

※①②を交互に実施



合同教科会

①公開授業の振り返り

②授業の進捗状況の確認

③授業実践における好事例の共有

④日々の授業実践での課題や困り事の共有

日々の情報共有

⑤ Google classroomの活用



T・T・T授業

①インタビューテストの面接官

② 3人の教員による授業（期末テスト後）

７月１日 北房中２年生

７月８日 湯原中３年生



T・T・T授業の様子

良かったこと
• お互いの持っているアイディアが共有できる
• Aｌｌ Ｅｎｇｌｉｓｈで、3人でデモンストレーションしなが
ら、授業を進められる。

• 他校の先生が来て、新鮮な気分で授業が受けられ
る。



オンライン３校合同授業

日 時 ： １１月５日（水）

対 象 ： ３校２年生

内 容 ： ４名程度の小グループ

Show and Tell

Free Talk  



オンライン合同授業の様子

Date ： Wednesday, November 5th 3rd period
Time ： 第１ラウンド １０：５５～１１：１０

第２ラウンド １１：１０～１１：２５





オンライン合同授業のふりかえり

楽しくできました。私は、英語をあまり話せないけどそんなの関
係なく話してくれて嬉しかったです。発表し終わった後に拍手し
てくれて嬉しかったです。

英語で伝えることはできるが、その後の会話が続かない。
どれだけ相手が分かる言葉で伝えるかが大切。

司会になってくれている人が率先して会話をしてく
れたのでやりやすかったです。

周りがうるさくて聞こえないところがあったから、も
う少し間隔を取ってしたほうが良いと思った。

人見知りが発動してしまってなかなか会話ができ
なかった。名前を呼んで、質問するようにしたらよ
かった。もう少しトークを楽しみたかった。英語が
苦手だからーと思っても伝わればなんとかなると
思うから、これからバンバン挑戦していきたい。

もっとリアクションをしてあげればよかった。

緊張したり、無言になったりすることが多かったけど、英語で喋ろうと
努力できた。



定期テスト共通問題の検討

・英作文共通問題の出題

・長文問題の検討

GeminiやChat GPTの活用



成果
～若手教員の声～

 授業を見てもらって、アドバイザーの先生やベテランの先生にアドバイスを

もらえて助かった。

 定期的に授業を見てもらうことで、自分の成長を実感することができた。

 他の先生の授業を見ることで、勉強になったし、刺激になった。

 授業の計画など、１人では難しくて、よく分からないことも、すぐに相談でき

る体制があったのでよかった。

 ３校が連携することで、新たなチャレンジをすることができた。

 ３校が連携することで、他校の生徒とつながったり、他校の先生の授業を受

けられたりして、生徒の意欲向上につながった。


